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9 地域包括ケアの推進に向けて

　「地域包括ケア」とは、高齢者が医療や介護が必要な状態になっても、住み慣れた地域で自立した生活
を続けることができるように、医療・介護・住まい・生活支援・介護予防が包括的に提供される体制の
ことです。

地域包括ケアのイメージ

■地域包括支援センター
■ケアマネジャー

住まい

いつまでも元気に暮らすために…

生活支援・介護予防

介護が必要になったら… 介　護

通院・入院

老人クラブ・町内会・ボランティア・ＮＰＯ　他老人クラブ・町内会・ボランティア・ＮＰＯ　他

■施設・住居系サービス

■在宅系サービス

■自宅、高齢者向け住宅等

病気になったら… 医　療

■急性期病院等

相談業務やサービスの
コーディネートを行います。

通所・入所
■かかりつけ医

10 その他の高齢者福祉サービス
長岡市が行うサービス （長寿はつらつ課　電話３９－２２６８）

利 用 料 等対 象 者内 　 　 容
２４時間体制の緊急通報・見守りサービスを行います。
・機器による緊急通報
・安否センサーによる自動見守り通報
・火災警報器による自動火災通報
・健康相談
・月２回のお元気コール

・６５歳以上のひとり暮らしの人
・高齢者のみの世帯などで、緊急時
の対応が困難な世帯
ひとり暮らしでなくてもサービス
を利用できる場合がありますの
で、お気軽にご相談ください。

・住民税がかかっていない人
　　月額　５００円
・住民税がかかっている人
　　月額　１,５００円
・生活保護受給者
　　無料

●安心連絡システム
〈ひとり暮らし高齢者への支援〉

利 用 料 等対 象 者内 　 　 容
たん吸引器を貸与します。 たんの吸引を必要とする６５歳以上

の寝たきりの人
無料～全額負担（生計中心者の市民
税の額により判断）

●生活用具の貸与

利 用 料 等対 象 者内 　 　 容
歩行困難な人に車いすを貸与します。 原則１か月まで

事情により４か月まで延長可能
無料

●車いすの貸与

〈その他の支援〉

対 象 者内 　 　 容
４枚綴りの助成券１冊を交付（アオーレ長岡福祉窓口、各支所、コミュニティセンター等で受付） ７５歳以上で希望する人

●はり・きゅう・マッサージ施術費助成
〈高齢者の健康を増進〉

対 象 者内 　 　 容
介護が必要な高齢者と同居し、常時在宅で介護する家族に支援金を支給します。
　　要支援２～要介護２　月額　３,０００円
　　要介護３～要介護５　月額　５,０００円
（在宅で介護を行った日数が２０日以上の月が対象）

６５歳以上の要支援２から要介護５の
人で認知症または常時おむつが必要
と判定を受けた人を在宅で介護する
同居家族

●在宅介護者支援金

●認知症高齢者家族やすらぎ支援員の派遣

〈在宅で介護をする人の支援〉

利 用 料 等対 象 者内 　 　 容
認知症高齢者を介護する家族が外出や休養が必要な
時間帯に、認知症高齢者の見守りや話し相手として
「やすらぎ支援員」を派遣

事業対象者、要支援１～要介護２の
認知症高齢者の家族

２時間以内の場合　２００円
２時間を超える場合
　１時間につき１００円を加算
生活保護受給者は無料

●本部事務局　TEL ３３-６０００
●三島支所　　TEL ４２-３７６０
●和島支所　　TEL 8４-7135
●与板支所　　TEL ７２-４７１４

●中之島支所　TEL ６６-０６８８
●山古志支所　TEL ４１-１１８０
●寺泊支所　　TEL ７５-２３６８
●川口支所　　TEL ８９-３１１７

●越路支所　TEL 94-４６17
●小国支所　TEL ９５-２０２７
●栃尾支所　TEL ５２-５８９５

長岡市社会福祉協議会の福祉サービス
　長岡市社会福祉協議会は、高齢者等を対象とした食事サービスや、見守り活動、日常生
活のお手伝いなど、住民主体の福祉活動を行っています。詳細は、下記連絡先へお問い合
わせください。ボランティアの相談も受け付けています。

▲詳しくはこちらから

※市外局番は（０２５８）です。

知っておくと安心な役立つ情報があります
「フェニックスネット」 「認知症あんしんガイドブック」

（認知症ケアパス）

「わたしの希望のおぼえ書き」「ツカオーレ！生活助かるブック」

タブレットなどＩＣＴを活用した情報共有の仕組みです。あらか
じめ登録しておくことで、もしもの救急搬送時に役立てます。ま
た、治療・介護が必要になっても、利用者（患者）を支える関係
者が情報を共有することで、適切な治療やケアに役立てます。
登録手続きは、市窓口（アオーレ長岡、各支所など）で行って

います。ぜひ登録ください。

認知症ケアパスは、認知症の方
やご家族が、住み慣れた地域で自
分らしく暮らし続けるための支援
の流れをまとめたものです。
認知症は誰にでも起こりうる脳

の病気ですが、発症してもすべてが
分からなくなるわけではありませ
ん。それぞれの状態に
応じて適切な支援を
受けることで、安心し
て生活を続けることが
できます。

「わたしの希望のおぼえ書き
（ACP：人生会議）」を活用してみ
ませんか？
アドバンス・ケア・プランニン

グ（ACP：人生会議）は、将来の医
療や介護について元気なうちから
考え、家族や医療・介護の関係者
と話し合い共有する取
り組みです。自分の意思
が伝えられなくなる前
に、大切な人と話し合っ
てみましょう。

登録はこちら▲
市のホームページ
からも登録できます。

詳しくはこちら▲

元気で
健康な人も

治療介護が
必要になっても

人生の最終段階になると、約７０％の人が、自分の意思を伝えら
れなくなると言われています。
これからの人生をあなたらしく生きていくために、元気なうちから
もしもの時のことを考えておきましょう。
リーフレットの使い方はあなたの自由です。もしもの時に備えて、
少しづつ準備をはじめてみませんか。何度でも繰り返し考え、話し
合い、見直しましょう。

氏 名

わたしの希望の
おぼえ書き

〇６か月後、１年後、病気になった時など何度でも繰り返し考え、
　話し合い、見直しましょう。
〇想いは時間や健康状態によって変わります。
〇決まらなくてもいいので、たくさん話をすることが大切です。
〇保管している場所を頼りになる人に伝えておきましょう。

発行：令和７年３月　長岡市 長寿はつらつ課  ＴＥＬ３９－２２６８
作成：長岡市在宅医療・介護連携推進部会
参考：厚生労働省WEB　人生会議してみませんか
　　　https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_02783.html

日　付

１回目 年　　月　　日

２回目 年　　月　　日

３回目 年　　月　　日

４回目 年　　月　　日

５回目 年　　月　　日

話し合った人

◎伝えておきたいこと

ツカオーレ！生活助かるブック
（長岡市高齢者のための生活支援
サービス集）は、介護保険サービス
以外の高齢者向け生活支援サービ
スをまとめた冊子です。
主に家族や介護関係者など支

援者向けに作成しています。
日常生活でのさまざ

まな困りごとの解決に
ぜひご活用ください。

詳しくはこちら▲

詳しくはこちら▲


